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事業体名 優良職員氏名 

㈱気仙沼製材 菅原 真一 

㈱三浦材木店 小山 守男 

㈱タカカツ建材 大友 良夫 

宮城十條林産㈱ 内海 佳城 

㈱村井林業 平 康良 

同  上 佐藤 正樹 

㈱丹野林業建設 高橋 聖也 

同  上 青木 巽 

令和６年７月２２日 

 

令
和
六
年
度
通
常
総
会
が
五
月
二
十
九

日
「
ホ
テ
ル
白
萩
」
に
お
い
て
、
組
合
員

七
十
九
名
が
出
席
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

最
初
に
八
名
の
優
良
職
員
の
表
彰
（
別

表
参
照
）
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
理
事
長
挨

拶
に
続
き
、
来
賓
の
宮
城
県
議
会
髙
橋
議

長
、
宮
城
県
水
産
林
政
部
大
信
田
副
部

長
、
仙
台
森
林
管
理
署
竹
中
署
長
、
全
国

木
材
組
合
連
合
会
櫻
井
参
与
か
ら
祝
辞
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

米
澤
理
事
長
挨
拶
主
旨 

 

昨
年
度
は
世
界
的
な
混
迷
の
中
、
国
内

で
は
急
激
な
円
安
の
影
響
に
よ
る
物
価
上

昇
を
背
景
に
、
一
昨
年
に
続
く
住
宅
着
工

数
の
減
少
が
木
材
業
界
に
も
暗
い
影
を
落

と
す
年
で
も
あ
り
、
こ
の
不
況
の
出
口
が

見
い
だ
せ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。 

そ
の
よ
う
な
中
、
県
土
の
約
六
割
を
占

め
る
森
林
の
資
源
は
確
実
に
充
実
し
て
お

り
、
２
０
５
０
年
の
脱
炭
素
社
会
の
実
現

やS
DG

s

の
目
標
の
達
成
に
も
貢
献
す
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
気
運
が
高
ま
っ
て
い
る
こ

と
も
事
実
で
す
。
ま
た
、
建
築
分
野
で

は
、
も
と
も
と
一
戸
建
て
住
宅
は
木
造
率

が
高
い
の
で
す
が
、
最
近
、
中
高
層
住
宅

や
非
住
宅
で
も
木
材
の
利
用
が
進
ん
で
き

て
お
り
ま
す
。
組
合
と
し
ま
し
て
も
、
こ

の
よ
う
な
気
運
を
捉
え
、
需
給
情
報
の
発

信
や
補
正
予
算
事
業
の
対
応
な
ど
機
動
的

に
取
り
組
み
、
優
良
み
や
ぎ
材
やJA

S

認

証
な
ど
を
通
じ
て
、
品
質
の
確
か
な
県
産

材
の
普
及
に
務
め
ま
す
。
今
後
、
先
行
き

不
透
明
な
情
勢
で
は
あ
り
ま
す
が
、
木
材

の
利
用
拡
大
と
安
定
供
給
は
、
変
わ
ら
ぬ

大
命
題
で
す
の
で
、
引
き
続
き
、
し
っ
か

り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 
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県木協だより

県
木
協
通
常
総
会
が
開
催 

 

そ
の
後
、
小
野
寺
副
理
事
長
を
議
長
に
選

出
し
、
令
和
五
年
度
の
事
業
報
告
と
決
算
関

係
、
及
び
令
和
六
年
度
の
事
業
計
画
と
収
支

予
算
な
ど
の
議
案
が
審
議
し
、
原
案
の
と
お

り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

引
き
続
き
、
令
和
六
年
度
宮
城
県
木
材
産

業
政
治
連
盟
の
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
令

和
五
年
度
の
収
支
決
算
及
び
令
和
六
年
度
の

事
業
計
画
等
が
審
議
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

な
お
、
長
年
会
長
を
務
め
て
き
ま
し
た
佐

藤
会
長
に
お
き
ま
し
て
は
、
今
期
を
も
っ
て

辞
任
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
後
任
に
は
、

現
宮
城
県
木
材
協
同
組
合
の
米
澤
理
事
長
が

就
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 
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宮
城
県
木
材
協
同
組
合
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
日
頃
か
ら
県
政
の
推
進
、
と
り
わ
け
県
産

材
の
安
定
供
給
や
木
材
利
用
の
普
及
推
進
な
ど
、
森

林
・
林
業
行
政
の
推
進
に
格
別
の
御
理
解
と
御
尽
力

を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
林
業
・
木
材
産
業
を
め
ぐ
る
状
況
に
つ
き

ま
し
て
は
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
影
響
な

ど
に
よ
り
、
建
築
コ
ス
ト
の
上
昇
や
住
宅
関
連
資
材

が
高
騰
し
、
住
宅
着
工
数
も
減
少
す
る
中
、
製
材
や

合
板
を
中
心
と
す
る
木
材
産
業
は
大
変
厳
し
い
も
の

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

一
方
で
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
日
本
の

企
業
や
団
体
等
が
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
中

で
、
林
業
・
木
材
産
業
は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

社
会
の
実
現
に
大
き
く
貢
献
で
き
る
産
業
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
重
要
性
が
増
し
て
く
る
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
中
、
県
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
引
き

続
き
県
産
材
住
宅
へ
の
支
援
を
継
続
す
る
ほ
か
、
こ

れ
ま
で
県
産
材
が
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
マ
ン
シ
ョ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

み
や
ぎ
Ｃ
Ｌ
Ｔ
普
及
促
進
事
業 

（
予
算
額
：
六
千
七
十
五
万
円
） 

○ 

み
や
ぎ
材
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
事
業 

（
予
算
額
：
一
千
百
二
十
五
万
円
） 

             

▼
高
性
能
林
業
機
械
や
木
材
加
工
施
設
等
へ
の
新
規
整

備
支
援
（
国
庫
補
助
） 

 

意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業
経
営
者
を
育
成
す
る
た
め

の
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
や
、
木
材
産
業
等
の
競
争

力
強
化
を
図
る
た
め
の
木
材
加
工
流
通
施
設
等
の
整
備

を
支
援
し
ま
す
。 

○ 

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
グ
リ
ー
ン
成
長
総
合
対
策

事
業 

（
予
算
額
：
三
千
四
百
五
十
一
万
円
の
内
） 

ン
の
下
地
材
等
へ
の
支
援
に
つ
い
て
も
、
今
年
度
か

ら
新
た
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

ま
た
、
県
内
で
は
、
こ
の
春
、
２×

４
製
材
や
大

径
材
に
対
応
し
た
最
新
型
の
大
型
製
材
工
場
が
新
た

に
稼
働
す
る
な
ど
、
県
産
材
の
供
給
体
制
が
更
に
強

化
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

今
後
も
、
課
題
解
決
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て

い
る
関
係
者
の
方
々
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
新
た

な
木
材
需
要
の
創
出
、
並
び
に
林
業
・
木
材
産
業
の

発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
に
は
、
引

き
続
き
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

県
で
は
、
今
年
度
の
木
材
関
係
予
算
に
約
四
億
円

を
措
置
し
、
林
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
て
、
「
県

産
木
材
の
需
要
創
出
と
供
給
力
強
化
」
に
重
点
を
置

い
た
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。 

▼
Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
の
県
産
材
の
利
用
拡
大 

新
た
な
県
産
材
需
要
の
創
出
策
と
し
て
、
引
き
続

き
Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
の
県
産
材
の
利
活
用
の
推
進
に
取
り
組

み
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
と
超
厚
合
板
や
Ｄ

Ｌ
Ｔ
な
ど
の
新
建
材
と
の
適
材
適
所
で
の
利
用
や
、

Ｃ
Ｌ
Ｔ
ユ
ニ
ッ
ト
の
普
及
・
開
発
に
よ
り
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ

の
需
要
拡
大
の
好
循
環
を
目
指
し
ま
す
。 

 

CLT を活用した保育園 
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▼
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
拡
大 

県
内
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用
を
推
進
す
る
た

め
、
モ
デ
ル
地
区
を
設
定
し
、
地
域
完
結
型
の
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
集
荷
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
る
団
体
等
へ
の

支
援
や
、
未
利
用
間
伐
材
等
の
バ
イ
オ
マ
ス
の
効
率
的

な
運
搬
等
を
支
援
し
ま
す
。 

○ 

み
や
ぎ
型
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ス
マ
ー
ト
タ
ウ
ン
構

築
事
業 

 
 

（
予
算
額
：
一
千
三
百
五
十
万
円
） 

▼
県
産
材
の
供
給
力
強
化 

 

県
産
材
の
流
通
拡
大
を
図
る
た
め
、
広
葉
樹
丸
太
の

流
通
シ
ス
テ
ム
構
築
に
向
け
た
調
査
・
検
討
を
実
施
し

ま
す
。 

○ 

県
産
材
新
流
通
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

（
予
算
額
：
百
七
十
一
万
円
） 

▼
県
産
材
の
利
用
拡
大
・
普
及
Ｐ
Ｒ 

県
産
材
を
使
用
し
た
新
築
住
宅
に
対
す
る
助
成
に
加

え
、
内
装
木
質
化
や
木
製
品
配
備
に
も
支
援
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
県
産
材
に
よ
る
住
宅
や
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の

リ
フ
ォ
ー
ム
も
助
成
対
象
と
し
ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
木
育
活
動
を
行
う
施
設
等
の
木
質
化
な
ど

に
対
し
助
成
す
る
ほ
か
、
地
域
で
「
木
育
」
活
動
を
積

極
的
に
進
め
て
い
る
民
間
団
体
を
支
援
し
ま
す
。 

○ 

県
産
材
利
用
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
住
宅
普
及
促
進
事
業 

（
予
算
額
：
二
億
七
千
二
十
八
万
円
） 

○ 

み
ん
な
で
広
げ
る
「
木
育
」
活
動
推
進
事
業 

 
 
 

（
予
算
額
：
一
千
四
十
八
万
円
） 

県
で
は
、
県
産
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
家
づ

く
り
の
普
及
を
目
的
に
、
県
産
木
材
の
使
用
量
に
応

じ
て
補
助
す
る
、
「
県
産
材
利
用
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
住

宅
普
及
促
進
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

事
業
に
つ
い
て
は
、
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
平
成

二
十
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
十
三
年
間
に

約
六
千
四
百
棟
の
新
築
木
造
住
宅
を
支
援
し
て
き
ま

し
た
。
こ
の
う
ち
、
約
四
割
に
当
た
る
約
二
千
五
百

棟
は
、
東
日
本
大
震
災
や
令
和
元
年
東
日
本
台
風
の

被
災
者
が
住
宅
再
建
の
た
め
活
用
さ
れ
て
お
り
、
本

事
業
は
県
産
材
利
用
の
促
進
に
加
え
、
各
災
害
か
ら

の
復
興
支
援
の
役
割
も
果
た
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
昨
年
の
本
事
業
の
実
績
に
つ
い
て
御
紹

介
し
ま
す
。 

▼
宮
城
県
産
材
の
利
用
拡
大
に
貢
献 

令
和
五
年
度
の
事
業
活
用
棟
数
は
、
前
年
度
に
比

べ
四
十
九
棟
減
少
し
、
四
百
三
十
七
棟
（
う
ち
リ
フ

ォ
ー
ム
五
棟
）
で
し
た
。
一
棟
当
た
り
の
木
材
使
用

量
は
平
均
十
九
．
九
七
立
方
メ
ー
ト
ル
で
、
こ
の
う

ち
約
八
十
％
が
県
産
材
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
県
産
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
又
は
優
良
み
や
ぎ
の
使
用
量

は
約
五
千
八
百
立
方
メ
ー
ト
ル
に
の
ぼ
り
、
本
事
業

の
目
的
で
あ
る
一
般
住
宅
に
お
け
る
宮
城
県
産
材
の

利
用
拡
大
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。 

           

▼
被
災
者
や
子
育
て
世
代
等
を
支
援 

令
和
五
年
度
も
引
き
続
き
、
東
日
本
大
震
災
や
令

和
元
年
東
日
本
台
風
に
よ
る
被
災
者
の
優
遇
措
置
を

行
っ
た
結
果
、
新
た
に
七
棟
（
う
ち
リ
フ
ォ
ー
ム
一

棟
）
の
住
宅
が
再
建
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
築
住 

 

「木育」活動の様子 

 

R5年度県産材利用サステナブル住宅
普及促進事業活用例 

「
県
産
材
利
用
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
住
宅
普
及

促
進
事
業
」
に
つ
い
て 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

宮
城
県
林
業
振
興
課 
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宅
に
お
け
る
内
装
木
質
化
や
県
産
木
製
品
の
導
入
を
補

助
す
る
と
と
も
に
、
子
育
て
世
代
や
県
外
か
ら
の
移
住

者
に
つ
い
て
は
、
補
助
金
の
嵩
上
げ
措
置
を
設
け
て
、

支
援
し
ま
し
た
。 

▼
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
し
て
も
引
き
続
き
支
援 

新
築
住
宅
の
着
工
が
減
少
す
る
中
、
県
産
材
の
利
用

拡
大
を
図
る
た
め
、
令
和
四
年
度
か
ら
住
宅
や
マ
ン
シ

ョ
ン
の
増
改
築
（
リ
フ
ォ
ー
ム
）
の
補
助
を
行
っ
て
い 

ま
す
。
令
和
四
年
度
の
利
用
実
績
は
四
棟
、
令
和
五
年

度
は
五
棟
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
制
度
の
更
な
る
周
知

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

▼
今
年
度
も
補
助
申
請
を
受
付
中 

令
和
六
年
度
も
、
県
産
材
に
よ
り
新
築
住
宅
を
建
設

す
る
施
主
に
対
し
、
最
大
五
十
万
円
の
補
助
に
加
え
、

内
装
及
び
木
製
品
配
備
に
つ
い
て
最
大
三
十
万
円
（
子

育
て
世
代
や
県
外
か
ら
の
移
住
者
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
最
大
七
十
五
万
円
と
最
大
四
十
五
万
円
）
を
、
補

助
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
令
和
六
年
度
か

ら
は
、
新
築
住
宅
に
お
い
て
県
産
森
林
認
証
材
を
使
用

し
た
場
合
に
、
使
用
量
に
応
じ
最
大
十
万
円
を
建
築
主

に
上
乗
せ
補
助
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
県
産

材
を
利
用
し
た
住
宅
や
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
リ
フ
ォ
ー
ム

に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
同
様
県
産
材
を
三
立
方
メ
ー
ト

ル
以
上
使
用
す
る
場
合
に
加
え
、
県
産
材
を
六
十
平
方

メ
ー
ト
ル
以
上
使
用
し
た
増
改
築
等
も
補
助
対
象
と
し

て
追
加
し
、
最
大
二
十
万
円
を
補
助
し
ま
す
。
新
築
住

宅
に
つ
い
て
は
約
四
百
棟
分
、
リ
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て

は
約
八
棟
分
の
予
算
を
確
保
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
貴

会
員
の
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
本
事
業
の
利
用
や
Ｐ
Ｒ

に
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

各
事
業
の
詳
細
等
は
、
宮
城
県
林
業
振
興
課
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
御
確
認
く
だ
さ
い
。 

［
問
い
合
わ
せ
先
：
林
業
振
興
課
み
や
ぎ
材
流
通
推

進
班 

℡
〇
二
二―

二
一
一―

二
九
一
二
］ 

 

主要構造部材

東日本大震災
令和元年
東日本台風

東日本大震災
令和元年
東日本台風

大河原 21 18 0 0 2 4 6 39 2 0 2

仙台 159 90 1 1 10 17 27 251 2 1 0 3

北部 28 21 0 0 2 3 5 49 0 0 0 0

北部栗原 9 7 0 0 1 2 3 16 0 0 0 0

東部 33 9 4 0 2 1 3 46 0 0 0 0

東部登米 16 5 0 0 0 3 3 21 0 0 0 0

気仙沼 8 2 0 0 0 0 0 10 0 0 0 0

総計 274 152 5 1 17 30 47 432 4 1 0 5

管轄事務所
（建設場所）

令和5年度県産材利用サステナブル住宅普及促進事業　申請件数（令和6年3月末現在）

新築住宅支援

罹災者

うち内装・木製品

一般
子育て・
移住

計一般 無

有

リフォーム支援

子育て・
移住

罹災証明書

総計総計

 

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

被災者割合 82.2% 76.8% 65.6% 65.3% 60.2% 61.1% 44.8% 30.3% 20.0% 15.8% 10.9% 7.0% 1.4%

合計 118 400 500 547 631 694 545 538 450 524 568 484 432

被災者 97 307 328 357 380 424 244 163 90 83 62 34 6

一般 21 93 172 190 251 270 301 375 360 441 506 450 426

21

93

172 190
251 270

301

375 360

441
506

450 426

97

307

328
357

380

424

244
163

90

83

62

34

6

118

400

500

547

631

694

545 538

450

524

568

484

432

0

100

200

300

400

500

600

700

件数

県産材利用エコ・サステナブル（新築住宅支援）住宅普及促進事業の年度別申請件数

（令和6年3月末現在）

被災者

一般
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当
管
内
は
宮
城
県
南
西
部
の
内
陸
部
に
位
置
し
、
二

市
七
町
（
白
石
市
、
角
田
市
、
蔵
王
町
、
七
ヶ
宿
町
、

大
河
原
町
、
村
田
町
、
柴
田
町
、
川
崎
町
、
丸
森
町
）

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
管
内
の
森
林
面
積
は

1
0

5
,8

8
2

h
a

で
総
土
地
面
積
の6

8
%

を
占
め
て
い
ま

す
。
民
有
林
面
積
は7

0
,2

5
8

h
a

で
そ
の
内
訳
は
ス
ギ

が2
1

,4
0

7
h

a

と
最
も
多
く
、
次
い
で
マ
ツ
類
が

1
1

,0
1

3
h

a

、
ヒ
ノ
キ
が1

,6
9

6
h

a

と
な
っ
て
い
ま

す
。
民
有
林
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
面
積
を
合
わ
せ
た

2
3

,1
0

3
h

a

の
う
ち
、
収
穫
可
能
な
八
齢
級
以
上
（3

6

年
生
以
上
）
の
林
分
は1

9
,6

4
3

h
a

（
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ

の
面
積
の8

5
%

）
を
占
め
、
充
実
し
た
資
源
の
計
画
的

な
利
用
と
再
造
林
の
推
進
に
よ
る
資
源
の
循
環
が
必
要

な
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

七
ヶ
宿
町
で
は
こ
の
よ
う
に
充
実
し
た
地
域
材
を
利

用
し
、
令
和
五
年
度
に
老
朽
化
し
た
関
保
育
所
の
建
替

え
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
そ
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

建
替
え
に
あ
た
っ
て
は
、
子
育
て
環
境
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
園
児
や
保
護
者
、
保
育
園
で
働
く
職
員

が
木
の
香
り
や
、
木
の
安
ら
ぎ
、
木
の
温
も
り
を
感
じ

て
ほ
し
い
と
の
考
え
か
ら
、
可
能
な
限
り
の
木
に
こ
だ

わ
っ
た
空
間
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
た
。
構
造
材
だ
け 

ま
た
、
建
設
に
あ
た
り
、
七
ヶ
宿
町
と
建
築
業
者

が
「
七
ヶ
宿
町
の
建
設
物
に
お
け
る
木
材
利
用
の
促

進
に
関
す
る
方
針
」
に
基
づ
く
、
「
七
ヶ
宿
町
建
築

物
木
材
利
用
促
進
協
定
」
を
締
結
し
た
初
め
て
の
事

例
と
な
り
ま
し
た
。
請
負
は
三
社
に
よ
る
形
と
な
り

ま
し
た
が
、
す
べ
て
管
内
事
業
体
で
あ
り
今
回
の
建

設
に
よ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
た
こ
と
は
今
後 

の
公
共
建
築
物
の
木
造
化
に
繋
が
る
も
の
と
考
え
ま

す
。 関

保
育
所
は
令
和
六
年
三
月
に
完
成
し
、
同
年
四

月
六
日
に
開
所
式
と
入
所
式
が
執
り
行
わ
れ
、
木
が

身
近
に
あ
る
環
境
で
の
保
育
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

大
河
原
管
内
の
県
産
材
利
用
促
進
施
策

と
取
組
事
例 

で
な
く
、
内
装
材
に
つ
い
て
も
内
装
制
限
内
で
最
大
限

の
木
質
化
を
図
り
、
天
井
面
に
も
木
部
を
表
す
な
ど
、

木
な
ら
で
は
の
温
か
み
の
あ
る
空
間
が
作
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
木
材
使
用
量
は
全
体
で
約
２
２
２
㎥

と
な
り
、
そ
の
う
ち
地
域
材
で
あ
る
七
ヶ
宿
町
産
材
が

全
体
の
約
７
８
％
に
あ
た
る
１
７
３
．
４
３
㎥
使
用
さ

れ
ま
し
た
。 

こ
の
関
保
育
所
の
建
替
え
に
あ
た
っ
て
は
国
の
林

業
・
木
材
産
業
循
環
成
長
対
策
事
業
を
活
用
し
て
お

り
、
県
と
し
て
も
そ
の
採
択
や
建
設
に
あ
た
っ
て
の
地

域
材
供
給
・
加
工
に
つ
い
て
支
援
等
を
行
い
ま
し
た
。 

 

完成した関保育所 

 

木質化にこだわった内装 
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そ
の
他
、
当
管
内
の
伝
統
工
芸
品
で
あ
る
こ
け
し
原

木
確
保
に
関
す
る
支
援
や
、
未
利
用
間
伐
材
等
を
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
利
用
施
設
に
供
給
す
る
た
め
の
体
制
づ
く

り
の
支
援
、
子
供
た
ち
に
対
し
て
地
域
の
木
材
を
利
用

し
た
木
育
活
動
を
実
施
し
て
い
る
団
体
の
支
援
な
ど
を

実
施
し
て
お
り
、
管
内
で
の
木
材
利
用
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

今
後
も
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
管
内
の
豊
富

な
森
林
資
源
の
利
用
が
促
進
さ
れ
る
取
組
を
継
続
し
て

行
う
と
と
も
に
、
将
来
の
資
源
確
保
に
む
け
た
再
造
林

等
の
支
援
も
実
施
す
る
こ
と
で
、
管
内
の
木
材
利
用
促

進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

 

こけし材調達に関する打合せ 

 

宮
城
県
内
で
は
、
林
業
に
お
け
る
死
亡
労
働
災
害
が

令
和
六
年
五
月
ま
で
に
、
す
で
に
三
名
の
尊
い
命
が
失

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
県
内
の
同
期
に
お
け
る
全
産
業
の

死
亡
者
数
四
名
の
う
ち
三
名
が
林
業
で
占
め
て
い
る

こ
と
か
ら
、
極
め
て
憂
慮
す
べ
き
事
態
と
考
え
ま
す
。 

こ
の
死
亡
事
故
３
件
は
、
い
ず
れ
も
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

を
使
用
し
て
の
伐
倒
作
業
中
に
発
生
し
た
も
の
で
、
林

業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
協
会
（
以
下
、
「
林

災
防
」
）
の
斉
藤
安
全
管
理
士
の
現
場
検
証
で
は
、
労

働
安
全
衛
生
規
則
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
規
定
を
遵

守
し
て
い
れ
ば
、
避
け
ら
れ
た
事
故
で
は
な
い
か
と
判

断
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
林
災
防
宮
城
県
支
部
で
は
、 

 

関
係
機
関
・
団
体
に
対
し
再
発
防
止
に
向
け
た
指
導
等

の
徹
底
を
依
頼
す
る
と
と
も
に
、
事
業
主
に
対
し
て
は

「
事
業
場
の
一
斉
自
主
点
検
」
の
実
施
を
求
め
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、「
緊
急
集
団
指
導
会
」
及
び
「
現
地
安

全
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
実
施
し
、
緊
急
集
団
指
導
会
で
は

宮
城
労
働
局
や
宮
城
県
水
産
林
政
部
か
ら
情
報
提
供

を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
斉
藤
安
全
管
理
士
か
ら
は

「
死
亡
・
休
業
災
害
の
背
景
に
あ
る
も
の
」
と
題
し
て
、

実
例
を
基
に
詳
し
い
講
義
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
労
働
者
等
に
対
し
常
日
頃
か
ら
の

教
育
や
訓
練
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
林
災
防
の

「
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
講
習
」
や
み
や
ぎ
林
業
活
性

化
基
金
の
「
伐
倒
練
習
機
の
貸
出
」
及
び
ヘ
ル
メ
ッ
ト

一
体
型
の
「
無
線
機
の
試
行
貸
出
」
な
ど
を
積
極
的
に

活
用
さ
れ
、
労
働
災
害
に
対
し
て
の
意
識
醸
成
を
図

り
、
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

【
お
詫
び
と
訂
正
】 

本
誌
、
令
和
六
年
一
月
三
十
一
日
に
掲
載
し
ま
し
た

記
事
中
、
次
の
字
句
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
、
お
詫

び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

記 

四
頁
右
下
「
第
五
十
七
回
全
国
木
材
産
業
振
興
大
会 

九
行
目
、「
㈱
仙
台
市
場
」
は
、 

正
し
く
は
「
㈱
仙
台
木
材
市
場
」
で
す
。 


